
日常生活で浴びる放射線
放射線の量（ミリシーベルト）

0.01

0.1

1

10

100人工放射線 自然放射線

胸部Ｘ線
コンピュータ断層撮影検査
（ＣＴスキャン・１回）

（人間が発生させた放射線）

6.9

10
ブラジル・ガラパリの放射線
（年間・大地などから）

（自然界に存在する放射線）

一般公衆の線量限度
（年間・医療と自然は除く）

1.0

2.4
１人当たりの自然放射線量
（世界平均・年間）
（宇宙、大地、食物、空気
中のラドンから）

※この1.48の値と一般公衆の年間 
　線量限度1.0を合わせても、世界
　平均１人当たりの自然放射線量
　2.4と同程度です。

1.48
１人当たりの自然放射線量
（日本平均・年間）

0.4
国内自然放射線の差
（年間・県別平均値の差の最大）

0.2
東京－ニューヨーク航空機旅行
（往復・高度による宇宙線の増加）

胃のＸ線集団検診（１回）
0.6

胸のＸ線集団検診（１回）
0.05

原子力発電所（軽水炉）
周辺の線量目標値（年間）

0.05

第2回

　 5月 9日㈬・10日㈭、登別市を含む西胆振 3市 3町の市町長などが、東
日本大震災の被災地・岩手県釜石市を訪れ、震災がれきの仮置き場や処理
施設などを視察し、保管や処理の状況を確認しました。
　釜石市は、震災で死者・行方不明者1,016人、住宅被害3,692棟の被害に見舞われ、現在も6,000人余りが仮設住
宅などでの生活を余儀なくされています。
　市内の震災がれき発生量は約82万㌧（推計）。今も震災の傷跡が残り、解体を待つ被災した建物などが多く見ら
れ、基礎部分だけが残った街並みのところもあるなど、復興には時間を要する印象でした。
　また、市民・企業・市とも震災がれきの処理に追われ、道路や港湾、学校、病院、公園など社会資本の再整備が
できず、震災がれきが復興の妨げになっているほか、33年前に建設された釜石市の清掃工場は、 1日当たり約100
㌧を焼却する能力がありますが、老朽化による設備の故障が懸念されています。
　釜石市は、「震災がれきの処理が終わりではなく、その後の復興に一刻も早く力を入れていくためにも、一日も
早く震災がれきを処理し復興を進めたい」と考えていますが、約 2年後の震災がれき処理の完了を目標とした計画
よりも、実際の処理作業は遅れているとのことです。
　この現状は、被災地各地に共通した課題となっています。
　登別市は、今回の視察結果や町内会との懇談会における意見なども参考に、周辺自治体と協議の上、岩手県・宮
城県の震災がれき受け入れ可否の決定に向けた方針や対応、地域として被災地の復興にどんな支援ができるかを検
討していきます。
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問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

▲震災がれきが運び込まれる仮置き場 ▲手作業で不燃物を取り除く様子 ▲放射線測定装置で実際に測定
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